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“私の遠回り”を“土木の未来”へ繋げる In.Fでの挑戦 
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平成生まれの私にとって『ALWAYS 三丁目の夕日』

が描く高度経済成長期の日本は憧れである。民間企業

で維持管理、研究開発、設計業務を経験した後に松下

政経塾に入塾した。しかし、「政治家になりたい」という

よりは、高度経済成長期を支えた時の政治家やブレーン

が提唱する国家ビジョンや政策論に興味があり、このよ

うな道に進んだ。 

現在は土木の世界に戻りつつあり、内閣府イノベーシ

ョン創造プログラム（SIP）「スマートインフラマネジメント

システムの構築」の中でも活動する In.F（インフラファー

マーズの略称，業種、立場、年齢などに囚われずにイン

フラ業界の課題について自由な議論を行う組織）のメン

バーとして、インフラ業界が次世代に選ばれる業界へ成

長することを目指し、同世代のメンバー数名と活動して

いる。多くの人を巻き込みながら土木と社会の繋がりを

考えること、そして社会を動かすための提言はまさに私

が挑戦したかったことなので、In.F に加わる機会を頂け

て大変光栄である。In.Fでの活動を通して、別の世界に

“遠回り”をすることで、失ったものもあるけど得たものも

大きいと少しずつ思えるようになった。 

遠回りの中で得たものの 1 つは、土木技術者の優れ

ている点と劣っている点に気付けたことである。 

塾では各々が理想の国家像を描き、「国家百年の大

計」として総括することが求められ、幅広い視点から国

家の長期的展望を描いていくためにさまざまな国家課

題に触れた。理論だけではなく、現場に出るカリキュラム

が組まれており、自衛隊への体験入隊、特別養護老人

ホームでの介護実習、食品メーカーでの営業実習など

土木技術者のキャリアでは到底経験することのない現

場・最前線を知ることができ、俯瞰的な視点が備わった。 

入塾してまず驚いたのは、「100 年先を考えることは

リーダーに課せられた使命」との教えを受けたことであ

る。土木では、構造物の性能や機能を確保するために

「耐久性」という観点が必要不可欠である。そのため、

物事を考える上で必ず時間軸が登場する。そして、複数

の構造物から構成される国土を考える場合、その時間

軸はさらに長スパンとなり、条件も複雑となることからマ

ルチシナリオを検討することになる。森羅万象を考慮しな

がら構造物、都市や地域、国土を築きあげる土木技術

者にとって、調和を図りながら100年先を見据えて仕事

をすることは当たり前のことで何も特別ではない。土木

技術者は知らず知らずの間に「構想力」を身に付けてい

るのだと気付いた。 

一方、他の塾生と比較し、極端に不足していると感じ

たのは「訴求力」である。今思えば、当初私が提案して

いた国土ビジョンは定量化、その後最適化を図るという

技術者思考の典型パターンだった。人間は個性や感情

を有しているが、それを構造物の設計と同じ感覚で画一

化・一般化していたのだ。昨秋、選挙戦を闘う土木出身

の先輩候補者の姿を間近に見て、「理屈だけで人は納

得しない」ことを肌で感じた。ただ、公平な判断軸と明確

な根拠を持つためにもやはり「理」は必要であるとも強

く感じた。「情」と「理」のバランス。住民との接点が多い

土木技術者にとって技術では乗り越えられない壁を突

破する上で重要な要素であると改めて気付いた。 

2 つ目は、土木技術者のままでは到底経験できない

体験や人との出会いを通して、これまでの固定概念(認

知バイアス)から解放されたことである。土木の世界を離

れたことで、自分の中に形成された固定概念を一度取

り払うことができ、「白か黒かはっきりしない曖昧な空間

が社会」という新たな価値基準が備わったことは大きな

財産である。このような自身の原体験によって「価値観」

という概念や「価値観の変容」への関心が高まった。 

In.F では、技術やシステムの社会実装をより円滑に

進めるためにインフラ業界の「土壌」に着目している。土

壌を耕していくためには、多角的かつ俯瞰的な視点が

必要であり、“私の遠回り”の学びや気付きを役立てるこ

とができるのではないかと考えている。また、外から土木

を見たことで土木以外の人が抱く土木に対するイメージ

が想像以上に悪いことも痛感した。その原因の 1 つは、

先に挙げた訴求力の欠如だろう。社会との繋がりが深

い土木だからこそ、価値観の柔軟性を高め、新しい土木

工学の形、新しい土木技術者の姿へと常にアップデート

し、真に社会から求められる未来の土木を私たち世代

が主体となって描き、発信することに大きな意味がある。

まだ、走り出したばかりの In.F、読者の皆様の忌憚のな

いご意見をお待ちしております。  


